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綴　　言

　1951年，七条は，群馬県下仁 田地方で コ ン ニ
ャ ク製粉

工 場か ら飛散する コ ン ＝ v ク舞粉 （V イ コ 〉 を起因 ア レ

ル ゲ ソ とする吸入性 ア レ ル ギ
ー
性喘息を発見 し，これを

“
コ ソ ニ

ャ ク 喘息
”

（以後
“

コ 喘息
”

と 略） と 名づ け

た ．

　 こ の 喘息は当初 の 報告に み られ た ご と く，コ ソ ニ ャ ク

製 粉工 場 の 多数存在す る下仁田地 方に発生 し ， 他地区 に

は ほ とん どみ られ な い ．しか しながら最近 に 至 る ま で の

問 に わ れ わ れ は，コ ソ ニ
ャ ク製粉工 場 と直接関係の ない

に もか か わ らず，コ ソ ；
ヤ ク粉 を扱 つ て い る職業に 従事

して い る 者 で，本症 で あ る こ と を確認 し得た 2症例を経

験 した の で こ こ に 報告す る ．

症　　例

　症例 1．丸○○男，29才 ， 男．

　家族歴 ：特記す る こ とな L ．

　既往歴 ：約 10年前よ りと きどき蕁麻疹が出現．

　主訴 ：発作性呼 吸 困難 ．

　発病及経過 ：

　約 6年前 よ り．せ き，た ん を 生 じ ， また 4 年前か ら呼

吸困難を お ぼえる よ うに なつ た．こ の発作は ， 年間を通

じ，ほ ぼ同様 で，特別 の 好発 季 節 は み られ ず，また 4 年

前よ り某医で気管支喘息 とい われ対症療法を うけ て い た

が 症 状は 軽決せ ず，昭和43年 4 月，群大第 1内科，喘息

外来を受診 された ．

　初診時理 学的所見 ；両肺野 の とこ ろ ど こ ろ に 軽度の 乾

性 ラ音を聴取す る が，他 は 著変な く胸部 レ線諌は 異常を

認め ず ， 白血球数は ．1Q100加ザ ：で白血球噌多を認め る

が 核左方移動 は な く， 好酸球 は 8％と増加 を 示 し て い

た ．

　詳細 に 問診す る と， 患者 は銘仙 を 製造する捺染工 場 に

約 13年間勤 め て お り， 患者 の 生家も銘仙製造業 で，隼

後か ら現在 に 至 る まで ，

一
貫 して こ の 職業 に 関係して

お り，さ らに コ ン ニ 潔 ク 粉を使用 して い る とい うの で ，

職揚訪問を行な い 調査 して み る と，
コ ソ ニ ャ ク 粉を糊 と

し て 温じた 濃厚な染色液 を型紙を用 い て 布地 に ぬ りっ け

（写真 1，

「
2，3）そ の後乾燥器 に か けて ，乾燥する ま

で の 作業を密閉 し た 工 場内で 行 な つ て お り，コ ン ニ
ャ ttク

粉が本患者 の 起因 ア レ ル ゲ ン と してなん らか の 役割セ果

し て い る の で は な い か との 疑い が もた れた ，なお，こ り

工 場 で 用 い て い る コ ソ ニ
ャ ク 粉 は ，精粉 （セ イ コ ）と称

す る もの で， 食用に 供する ＝ ン ニ
ャ ク の 原料 と同

一
の も

　 ・写 真 1 ．中央 め
1
大きなカ メ に は ，

コソ ニ
ャ ク粉

を とか し た 糊 が 入 つ て  
・
る の が み え る．
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皮 内 反 応

裹 1　 症例 1

1・赤 （酬 膨疹 （刺 判 定

マ 　 イ　 u

屋 内 塵

カ ソ ジ ダ

対 照 液

　 31× 33

11姜1：
1 ・

（・7・ ・6） 1
（12× 9 ）　　　　　　　 十

（12X ユ2）

（8 ・ 8） 1
Prausnitz−Kttstner 反 応 （マ ィ コ に 対す る ）

睡 剃 膨 疹 1判 定

患者 血清

対照 血 清

13×13　　 （7 × 7 ）

3 ・ 31 （3x3 ）

陽　　性

　　写 真 2 ．さ ま ざ ま な 色調 の 染料 と ，コ ソ ニ ャ グ

糊 を 混 合 し て あ る 多数 の カ メ ．

　 、写 真 3 ．型紙の 上 か ら ，布，染 料 を m りつ け て

い る と こ ろ ．

の で あ り，一方従来われわれが報告して きた コ ン ニ ャ ク

喘息 の 原困 とな る コ ン ニ ャ ク 舞粉 （V イ コ ） は，製粉の

過程 で 空 中に 飛散す る粉を 集 め た もの で ， 両者は 異な る

．もの で あ る ．

　しか し な が ら従来の コ 喘息で教室の 松本
Z〕 が検討した

．と こ ろ で は ，
セ イ コ の 主成分 で あ る マ ン ニ

ッ
トお よび マ

ン ノ
ー

ス の 吸 入 で は 喘息発作を誘発す る こ とは で きなか

つ た が ，
V イ ＝ 抽出液や ， 同蛋白分画 で は 吸 入誘発 ， 皮内

反応で い ずれ も陽性 の 成績を得て い る の で ，本例 に も，

ラィ コ 90％硫安沈澱蛋白分画 に よ る皮内反応 ，
Prausnitz−

KUstner 反応 ．（PK 反応）を行つ て み る と，
い ずれ も陽

性（表 1）で ， また吸入誘発で も，
マ ィ コ 90％黻 沈澱蛋

白分画5000γ の 吸入後 ， 1秒肺活量 が40％低下し，軽度

の 呼吸困難 と肺野に ラ 音の 出現をみ ，明 らか に陽性と判

定 された ．ま た眼反応を ， 同蛋白 の粉末を reL・・T ・ft3｝

の 方法に した がい 行つ た とこ ろ，こ れ も陽性 の 結果を得

た．

　　上 の ご とく本例は コ ソ ＝
ヤ ク マ イ コ を起因抗原 とす

る ア レ ル ギ ー腸息と断定せ ざる を えな い 成績 を 得 た の

で ，患者が 日常 ，
工 場 で使用 し て い る セ イ コ の 中に ，

マ

イ コ が混入 し て い るの で は な い か と考え ，鏡検 し て み る

と，写 真4 の ご とく，予想とお り，
セ イ コ の 中 に もある

程度 V イ コ が混入 して い る こ とが わ か つ た ，また 喘息発

1 の 発現状況を くわ し く問診す る と，工 場 の 作業 中，午

後 に な る と ， の どが苦 し くな り，次第 に 増強し，工 場 か

　　 写 真 4 ．精 粉 （セ イ コ ） の 顕微 鏡所 見・

透 明 な 卵形 ま た は 楕円形 の 物体 は ・ ソ ニヤ ク の 主成

分 で あ る 精粉 （セ イ コ ）の 粒 子 ．矢 印は
．

混 在 す る

舞 粉 （マ イ コ ） の 粒子 で ，輪廓や 、 不 規 則 で 黄色 な

い し 黒褐色 の さ ま ざ ま な 色 調 を 呈 す る．．
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，

七 条　小次聹他

　ら帰る頃 に は，発作 とな る こ とが多く，こ の 点 も作業中

の コ ン ニ
ャ ク 粉吸 入 が 本症 の 発生 の 原因 とな つ て い る こ

とを強 く示 竣する、本例は ，
マ イ ＝ go％硫安沈澱分 画 溶

液 に よる減感作療 法 を 行ない 始 め 現在 に 至 つ て い る （期

間約 1 ヵ 月半）．

　 症例2．鈴○芳○， 39才，男．

　 家族歴 ， 既往歴 ： 特記する こ とな し．

　 15才の 時 ， 織物工 場に 勤務 し，ま た27才 か ら横浜市某

火薬 工 場 に 就職 し，とくに 37才の 頃 よ り，同 工場 で 火薬

の 賦形薬として 用 い る マ イ コ を扱 う作業に 従事 した が，
こ の 作業を は じめ て か ら 1 年半程 で ，同作業 に際 し強い

呼吸困難発作が生 じ る よ うに なつ た の で ，約 3 ヵ 月程 自

宅療養を行 つ た と こ ろ ， 瑞息発作軽快 し ， 昭和35年 8

月，精査 の た め 群大 第1 内科 へ 入院され た 、

　理 学的所見 ：脈拍 60， 整。眼験結膜 に 貧血 な く，眼 球

結膜に 黄疸 もな い 。胸部，腹部に も理 学的に は 異常 を認

め ず，腱反射 も正 常 で あ る ．

　検査所 見 ：血 色素量 （ザ ーリー
法）　92％ 、　赤愈 球数

433x 王e°

！mm3 ，白血 球数3800！mm 呂

， 網状赤血 球 6 ％，血

小板数22× 1eVmm3
，　A 血球百分比 は 好中球69弩，淋巴球

31％ で 核 の 左方 移動 は み とめ ず ， 赤沈値は 2 瞬 時間，
ワ氏反応陰性，血 圧 は 130〜60mud9．で

， 胸部 レ 線縁 ， 及

び 心電図 に は 異常を み とめ なか つ た ．自律神経機能検査

で は ・
ア トロ ピ ン 試験 （十 ）の 池 ア ド レ ナ リ ン 試験 ピ ロ

カ ル ピ ソ 試験は い ずれ も陰性 で あつ た ．また 内分泌機能

験査で は 1Tho 「ntest 　61劣，基礎代謝率一 3 ．1瑠 ， 並L清

蛋 白 結合 ヨ
ード饐 6．8γ！dl， IL31摂取率16．1％ と， い ず

れ も正 常値を示 した ，皮内反応は 別表 く2 ）に 示 す ご と

く，マ イ コ 抗原 に 対 し て 陽性を示 し，PK 反亦 もマ イ コ

肺活量1　　　　 コンニ v クマイ コ畷 入

、鋸

離Lノ
　

　　i　　　
−一

〜

4鱗
』゚
−

5LCOO卜　　　　　八 レ・1ン コ濫誘唳丿・

翻 1
轡
　　 　
　 　 唄入前　　30分　　　1瞬 冏

3 − （99）

表 2　症 例 2．皮内 反 応

1・赤 （刺 ・疹 （m・）i判 丁

階 封

図　 1．

2跨 瑚

ま で 凝集を 示 し ，
マ イ コ に 対して ， 本患者底清中に 凝集

素 の 存在 す る こ とが確め られた ．

マ　　イ　　 コ

対　 照　液

34× 32
　 G

抗原 に 対 し明 らか な 陽性を示 し た 、一
方吸 入誘 発試験で

は ，対照 と して 行 な つ た馬鈴薯澱粉吸 入 で は，陰性 で あ

つ た が，マ イ コ の 吸入 で は 明 らか な腸性を示 し ， 臨床的

に も典型的な喘息発作 を生 じた （図 重）．ま た B。｝
『den 法

に よる 感作赤血 球凝集反応 を行な うと血 瀋稀釈 で 243倍

　　　　　　　　　 考案お よ び結譲

　 七条 が群馬県
．
ド仁 田地 方 で 多発 して い る地 方性ア レ ル

ギ　
性喘息 で ある とこ ろ の ，い わ ゆ る コ ソ ニ

ャ ク 瑞息 を

発見 して 以来 ， 本症 の 発生は，コ ン ニ
ャ ク製粉 工揚の 多

数 存 在 す る 下仁 円地区に 限 られて い る と考え ら れ て い

た ，

　 し か し，そ の 後 ， こ の 地 冫与か らか な り離れ た 地 域 で．
コ ソ ニ

ャ ク 製粉工 場 の 若 干存在す る 他地区 （群馬県子持

村）に て も，少数な が ら 本症 が 発 生 して い る こ とが 確か

め られ ， また今回 は ，火薬工 場で マ イ コ を 使用 す る 者

や ， さ らに 染色工 場 で，セ イ コ を 使用 す る者の 中か ら本

症 の 発 生 を 確 認 し え た わ け で ある ．

　 こ れ らの 事実か ら， コ ソ ニ ャ ク 喘息 は ，主 と して 群馬

県下仁田 地方 に 多発す る もの である が，下仁 旧地 方 以 外

で も，本症 の 起因 ア レ ル ゲ ン で あ る と こ ろ の マ イ コ ，ま

た は セ イ コ を扱 う職業 で は ，散発的に 本症を発生す る可

能性が ある と考 え られ る．そ こ で こ れ ら の コ ソ ニ
ャ ク 粉

が い か な る所 で 用 い られ て い るか を調査 して み る と、セ

イ ＝ を扱つ て い る職業 として は 上 記製粉工 場，捺染業 の

他 に 1 食用 の コ ン ニ
ャ ク 製造業者が あ り．また マ イ コ は

上 記 製粉工 場や，火薬工 場以外 で は，ウ シ ，ブ タ な どの

家蓄 の 飼料 と して 広 く用 い られ て い る の で， こ れ らの 職

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

4 − （100） コ ソ ニt ク 生 産 地 以 外で 発見せ る コ ソ ニャ ク 喘 息 の 痘 健

業に 関 係 の あ る者の 中か らコ ソ ニ
ャ ク喘息を発生 して い

る可能性 は あ る と思わ れ今後と くに職業歴の 問診 に あた

つ て 注意すべ きこ とが ら と考 え て い る ．

　 （顕 徴鏡写 真作成 に あ た ．り御脇力 下 さつ た 須 藤宏博士

に 感謝 す る，）
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The  JapaneseSociety  of  Allergology

63.(159)

                              ABSTRACTS  OF  ORIGINALS

                 Tt-vo Cases of  Konjac Bronchial Asthma, which  was  Found  Other

                          than  the 
"Konnyaku''

 Producing District

       Kojiro Shichijo, Setsuo Kebayashi, Yujiro Osawa, Ryuzo  Fueki, Kiyoshi  Shimoyama,

           Miyake  Masaya, Hiroshi Makimoto, Mamoru  Yamada  and  Toshlo Kobayashi

      First Departrnent ofinternal  Medicine, School of  Medicine, Gunma  University, Maebashi

    We  have already  been  reported  on  Korljac Bronchial Asthma  causing  by the  inhalatien ef  `;Maiko",
a  dust from Amorphophalus  Korijac, during the  productien  of  a  fbedstuff ･LKonnyaku".

    
The

 patients have only  been found so far in the workers  of  the mill  or  in the residents  surround{ng  it･

    The  paper presented  two  cases  of  Koajac Asthma, which  was  found other  than  the above-mentioned
area,

 one  was  a  fire works  maker,  other  was  a dying worker.

    Those patients used  te handle the ``Maiko"

 during their  labors.

    
"Maiko"

 is the very  potent allergen,  and  it is widel>r  u$ed  as  a  feed ofdomestic  animals,  or  as  a  con"

taminant  ofjapanese  foodstuff "Konnyaku",

 or  as some  other  industrial purposes like above-mentloned
works.

    
These findings suggest  that  the kind of  asthma  should  be investigated in more  extensive  fields at  least

in Japan.

                          A  Study ef  in Vitro Histamine Retease  Test

                                     Nori>'a Sakamoto

                         The  Second Department of  Internal Medicine

                             (Director: Pro£  Keimei Mashimo)

                       Hokkaido  Universit}t, School of  Medicine, Sapporo

    
Histamine

 is released  from cDrpuscles  ofimmunized  subiects  by the  application  of  corresponding  anti-

gen- This
 
experimeftt

 was  aimed  to antlgen  antabedy  reaction  in immediate type allergy  utilizing  upPer

Phenomenon･  In vitro,  to the  blood from subjects  with  immediate type  allergy  corresponding  antigen

was  added.

    
And, released  plasma histamine  level was  compared  "tith by the case  of  antigen  was  added  to the

blood and  by not,

    
P]asma

 histamine  level was  determined  by a  modified  fluerometric method  devised by Noah  and  Brand･

    
J)
 Patients with  ACTH  hypersensltivity (These

CuCt'bH,Ph'U`P.e,.M,eg,hZd.Sh:g,dtr,c'.:fln.tes;,r,2d,,ft.K.,rza,:t//x
an.11/t･r";'.ig,O,,W.ee.ig.O,SgtL"Shlr,ga.",e･O.:S.2S::::.iilll,3e

. 
2>

 Asthmatics; by the  cases  of  patients with  positive skin  test and  PK  reaction  with  house dust
intenSe

 
release

 of histamine Nvas  observed,  but the  cases  Df  patEents with  negatlve  skin  test and  Of  nOrmal
sttbjects

 no  reiease  was  ebserved,

p-K  
IrneaScOti::.theSe

 
nOrMal

 
subjects

 house dust was  able  to evoke  positive cutaneous  response  and  positive

    
3>

 Subjects with  positive cutaneeus  response  te benzyl penicMeyl protein conjugate:  by the case
OfSiMPIe

 hapten no  re!ease  was  ebserved,  by the case  of  biva]ent hapten weak  release  was  obseryed  and

by
 the case  of  multivalent  hapten  intense release  was  observed･

    4) Rabbits immunized  with  HSA,  cephalothin  and  various  penicillins: rnultivalent  hapteas were
able  to release  histamine.

    From  these  experlments  this 
"in

 vitro  histamine re]ease  test'' confirrned  to be was  usefu1  te  detect
antigens

 and  antibodies  concerning  immediate  allergy'  or  atopic  cl{sease.


